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１．目   的 
 

 九州地域におけるニュービジネスの創出・育成を図ることを目的として、革新的な起業家精神を

もって、新しい事業に挑戦しているニュービジネス企業または経営者を選定し、その成果を表彰

・公表することで、九州地域における起業家マインドを活発化させ、チャレンジ精神にあふれる

地域経済づくりに貢献する。 
 

２．事業概要 
 

（１） 実施体制 

・ 主  催： 一般社団法人 九州ニュービジネス協議会 

・ 後  援： 経済産業省 九州経済産業局、（独）中小企業基盤整備機構九州本部、 

福岡県ベンチャービジネス支援協議会、(公財)佐賀県産業振興機構、 

長崎県、(公財)くまもと産業支援財団、(公財)大分県産業創造機構、 

(公財)宮崎県産業振興機構、(公財)かごしま産業支援センター、日本弁理士会九州会  

・ 協  賛：31社（順不同） 

九州電力株式会社、株式会社QTnet、株式会社ワールドホールディングス、 

古賀マネージメント総研株式会社、CHIE IMAI グループ、株式会社やずや、 

九電産業株式会社、株式会社豊川設計事務所、株式会社大分銀行、 

株式会社ジオクラスター、学校法人君が淵学園崇城大学、株式会社筑邦銀行、 

税理士法人くまで会計事務所、株式会社九南、株式会社ヒロタグループ、 

EY新日本有限責任監査法人、株式会社テノ.ホールディングス、 

三和酒類株式会社、木村情報技術株式会社､株式会社福岡銀行 

株式会社九州リースサービス、株式会社西日本シティ銀行、株式会社九電工、 

有限責任監査法人トーマツ、西日本鉄道株式会社、株式会社はせがわ、 

九州旅客鉃道株式会社、西部ガスホールディングス株式会社、 

有限会社坂本石灰工業所、ＷＡＳＨハウス株式会社、SOUキッズケア株式会社  

（２） 募集期間 
 

2024年 3 月 1 日（金）～ 4 月 5 日（金） 
 

（３） 審査基準、審査方法及び審査期間 
 

・ 審査基準：① 事業の新規性、革新性及び優位性 

（商品・サービスの新規性、新市場の創造、経営手法の革新性） 

② 事業の実績（成長性、収益性）、並びに将来性 

③ 経済・社会への貢献度、波及効果 

④ 起業家マインド 

⑤ 財務の健全性 

・ 審査方法：① 第１次審査 応募書類による書類審査 

② 第２次審査 プレゼン審査 ※7分程度の発表と質疑応答5分程度（計12分） 

・ 審査日程：① 第１次審査 2023年４月下旬 

② 第２次審査 2024年５月17日(金)  

  SRPオープンイノベーションラボ（SOIL） イベントスペース  

（福岡市早良区百道浜2-1-22 福岡SRPセンタービル1階）  

（Web会議サービス Zoomによる一般視聴を実施） 

 

 

■ 第2１回（2024年度）九州ニュービジネス大賞表彰 実施概要        
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（４） 表彰の種別 
 

・九州ニュービジネス大賞 原則１社（表彰状、副賞金３０万円、盾） 

 事業規模の大小にかかわりなく、「商品･サービス又はその提供方法など」に著しく新規性を

有する事業を展開し、現時点で新たな市場を創出・開拓し、売上げ・利益とも顕著な伸びを

示しており、将来にわたり大きく発展が期待される企業。 

 

・九州アントレプレナー大賞 原則１社（表彰状、副賞金３０万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、「商品･サービス又はその提供方法など」に著しく新規性を

有する事業を展開し、現時点においては十分な事業実績は収めていないが、将来にわたり 

大きく発展が期待される企業。 

 

・優 秀 賞 原則１社（表彰状、副賞金１０万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、「商品･サービス又はその提供方法など」に新規性を有する

事業を展開し、優秀性が認められる企業。 

 

・奨 励 賞 原則１社（表彰状、副賞金  ５万円、盾） 

事業規模の大小にかかわりなく、「商品･サービス又はその提供方法など」に新規性を有する

事業を展開しているが、惜しくも上位の賞には該当しなかった企業を表彰するもの。 

 

・審査員特別賞（該当ある場合授与）  （表彰状、副賞金  ３万円、盾） 

現時点では特に顕著な功績はないものの、事業規模の大小にかかわりなく「商品･サービス

またはその提供方法など」に新規性を有する事業を展開しており、今後事業の発展が期待 

できる企業を特別に表彰するもの。 

 

※１ 表彰対象は、九州地域（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県）

に主たる事業所がある企業に限定する。 

※２ 上場・店頭公開企業及び同企業 経営者は除く。 

※３ 他地域ニュービジネス協議会のニュービジネス大賞表彰制度により、すでに表彰を受けて

いる者及び事業は除く。 

※４ 各賞、審査結果により該当なし、複数表彰の場合あり。 

 

（５） 審査委員 
 
審査委員長、副委員長をはじめ計13名 

 

（６） 全国コンテストへの推薦 
 

受賞企業は、公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会 主催の「ニッポン新事業創出 

大賞 ＜ アントレプレナー部門 ＞ 」に当協議会より推薦。 

 
以 上 

【 実 施 結 果 】 
 

● 応 募 総 数 13社（福岡3・佐賀4・大分3・熊本1・宮崎1・鹿児島1） 

● 受 賞 企 業  5社（福岡1・佐賀1・大分1・熊本1・宮崎1） 

４ 



  

 
                          

九州ニュービジネス大賞表彰 審査委員名簿 

（敬称略、委員長、副委員長以外は氏名五十音順） 

委員会役職 氏 名 団体・会社名等 役 職 

委 員 長 古賀 光雄 古賀マネージメント総研株式会社 代表取締役社長 

副委員長 山口 泰久 株式会社 ＦＦＧベンチャービジネスパートナーズ  取締役副社長 

委  員 赤司 圭三 
株式会社 TVQ九州放送 

株式会社テレ Qネクスト 

新規事業本部 次長 

企画営業部長 

委  員 池内比呂子 株式会社テノ．ホールディングス 代表取締役社長 

委  員 今長谷大助 
西部ガスホールディングス株式会社 

SGインキュベート株式会社  

事業開発部推進ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ 

代表取締役社長 

委  員 川村 泰平 イオン九州株式会社 

上席執行役員 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰ

ﾒｰｼｮﾝ責任者 兼 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾄﾗﾝｽ

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ推進本部長 

委  員 古賀 大貴 九州旅客鉄道株式会社 執行役員 事業開発本部企画部長 

委  員 髙田  仁 九州大学大学院経済学研究院 
産業マネジメント専攻 

教授 

委  員 豊田  仁 九州電力株式会社 コーポレート戦略部門  インキュベーションラボ長  

委  員 長谷川康利 株式会社日本政策金融公庫 国民生活事業 
福岡創業支援センター 所長 

兼 福岡ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ所長 

委  員 林田 安弘 西日本鉄道株式会社 新領域事業開発部 部長 

委  員 藤岡 靖和 
日本弁理士会 九州会 

（藤岡国際特許事務所） 

会員 

（弁理士） 

委  員 船崎 康治 (独)中小企業基盤整備機構九州本部 企業支援部長 

 以上１３名 

 

 

 

 

 

 

 

■ 審査委員 
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★ 九州ニュービジネス大賞 （ 副賞：30万円 ） １社

■ 株式会社MGワークス

　　代表取締役　　　　　 松田 純也 様

★ 九州アントレプレナー大賞 （ 副賞：30万円 ） １社

■ F.MED株式会社

　　代表取締役　　　　　下村 景太 様

■ 受賞企業のご紹介

６

マイクロサージャリーとは、顕微鏡を用いた手術手技で、
例えばがん治療の後遺症であるリンパ浮腫の治療やがん手術
や事故で生じた体の欠損を改善するなど、人のQOLを劇的に
改善させる手術に活用できます。しかし、極微細な動作が要
求され難易度が高いため、実施できる医師が限られており、
患者治療機会の損失につながっているのが現状です。

当社は、独自に開発した微細作業用マニュピレーターを搭
載したロボットを開発し、マイクロサージャリーを実施出来
る医師を増やし、治療出来る患者数も増やすことを目指して
います。

マイクロサージャリー支援ロボットの事業化

プラント工場の重要設備「減速機」のオーバーホール（再生）事業

当社は「減速機」のオーバーホール（再生）事業を行って
います。
「減速機」とは歯車機構を用いて大きな力を生み出す設備で、
自転車のギヤをカチカチすると坂道を上る時に軽くなるよう
な仕組みで、大きな力を要する工場に不可欠な設備です。ひ
とたび壊れるとその影響は甚大で、工場全体が止まる事態に
陥ってしまいます。

当社では壊れた減速機を預かり（解体、故障部分の調査、
部品図面化、改善提案、部品製作、組立、試運転を行い）ワ
ンストップで早期復旧を目指します。これらは九州初のサー
ビスであり、単に復旧するだけではなく、故障の再発防止提
案など付加価値サービスも行っています。



★ 優秀賞 （ 副賞：10万円 ） 2社

■ 株式会社 ライトライト

　　代表取締役　　　　  齋藤 隆太 様

■ 株式会社 Coatolie（コアトリエ）

　　代表取締役　　　　  大山 愛美 様

★ 奨励賞 1社

■ 株式会社HONZAN（ホンザン）

　　代表取締役　　　　  本山 智子 様

★ EY賞 （ 副賞： 「eラーニング無償視聴＋ベンチャー支援サービス」3ヶ月 ） 1社

■ F.MED株式会社

（ 副賞： 知財コンサルティング支援 ） 1社

■ 株式会社MGワークス

　（ 副賞：５万円 ）

★ 日本弁理士会九州会会長賞 

７

当社は、佐賀県の酒蔵の酒粕を有効活用し日本の伝統酢「赤酢」をつ
くる「佐賀県赤酢プロジェクト」を2022年に開始しました。2024年に
発売開始した酒粕のみでつくる「佐賀の赤酢」は、酒蔵の特徴をノンア
ルコールで楽しめる商品として、アルコール市場だけではなく酒蔵の幅
を広げていける商品です。酒蔵ごとの特徴を赤酢（ノンアルコール）で
味わえるだけではなく、機能性・SDGs１２等もからみ健康・教育・観
光分野で地域活性も行える事業です。

県内酒蔵とおこなう佐賀県赤酢プロジェクト ~佐賀産赤酢で新産業を開拓~

今回、EY新日本有限責任監査法人さまより、同賞のご提供をいただきました。受賞企業には、公認会計士を中心
に、会計、税務、IT、M&A、法律、人事労務などの実務の第一線で働くプロフェッショナルによる講義が受講で
きる3ヶ月間の 「eラーニング無償視聴＋ベンチャー支援サービス」が提供されます。

当社の事業承継マッチングプラットフォーム「relay（リレイ）」
は、従来社名や企業情報が伏せられてきた事業承継のマッチングを、
オープンネーム(実名開示）で行い、経営者が事業に込めてきた想い
をストーリー化し掲載します。これに応じる熱意ある後継ぎ候補を広
く公募することで、共感をベースにした新しい事業承継の形を打ち出
しています。

これまで400件の後継者募集案件を公開、60件超のマッチングを
生み出し、全国約50の自治体・商工団体と連携しています。

事業承継マッチングプラットフォーム「relay（リレイ）」

「衣服仕立て直し」（お直し（補正））では、リアル店舗の有人
受付あるいはオンライン受付が主流ですが、当社は、セルフ受付や
無人店舗展開(受付機能付きロッカー)まで拡大、受付システムの拡
充により受付業務の省人化・簡素化・無人化・無店舗化を進め、受
付返却時の制約を緩和することで、顧客のあらゆる生活シーン（近
くに店舗がない、営業時間内に行けない等）に対応し、現在は「お
直し」を未利用の潜在顧客の発掘を行い、利用者の裾野を広げてい
きます。

「衣服仕立て直し」のDXによる無人店舗展開

今回、日本弁理士会九州会さまより、同賞のご提供をいただきました。受賞企業には、知的財産の専門家である
弁理士が直接企業を訪問し、特許・デザイン・ブランド・コンテンツ・製造ノウハウなどの知的財産を活用して
円滑に事業を展開できるよう、課題の抽出とその解決策の提案等を行う「知財コンサルティング支援」が提供さ
れます。訪問回数は最大３回まで、また訪問に代えてWeb会議システムを使用しての面談も対応可能です。
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